
広報WARABI ● 平成24年３月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ２月１日現在人口：72,526人 前月比    +５人
 　　　　　　　　　   男 36,905人　女 35,６21人
　　　　　　　　　 世帯数：36,023
　　　　　　　　　 人口密度：14,220人／km２

2012/平成24年
わらび・727

いろんなお顔の「つるし雛」
楽しいひな祭りはもうすぐ
　3月3日のひな祭りを前に、錦町
児童館内にある留守家庭児童指導
室の子どもたちが、つるし雛

びな

作り
に初挑戦しました。思い思いに描
いたお内裏様とおひな様は、正に
十人十色。地域のかたからいただ
いた３組の段飾りと合わせて、今
月中旬まで同館に展示しています。
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市
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に
立

っ
た
温
か
く
気
持
ち
の
よ
い
窓
口

応
対
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
職
員
の
窓
口
応
対
に

つ
い
て
、
窓
口
を
利
用
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
評
価
を
し
て
い

た
だ
き
、
接
遇
の
改
善
、
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
１
月
24
日
か
ら

２
月
14
日
ま
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
、
優
れ
た
地

域
力
と
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い

円
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

ま
た
、
３
９
５
件
の
自
由
意
見

の
半
数
以
上
が
、｢

親
切
、
丁
寧

な
応
対
だ
っ
た｣

、｢

手
際
が
よ
く

ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た｣

、「
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
て
い
る
」

な
ど
で
し
た
。一
方
、少
数
な
が
ら

も
、｢

態
度
が
悪
い｣

や｢

事
務
的
な

応
対
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
厳

し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
改
善
す
べ
き
点
は
速

や
か
に
対
応
し
て
、
更
な
る
接
遇

レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
よ

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
ま
す
。な
お
、結
果
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
＝
人
事
課（
☎
433・７
７
４
６
）

　

皆
さ
ん
は
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
配
偶
者
や
内
縁
関
係

に
あ
る
人
な
ど
か
ら
繰
り
返
し
受

け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
暴
力
は

身
体
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

暴
言
や
無
視
と
い
っ
た
精
神
的
な

も
の
や
性
的
暴
力
、
生
活
費
を
渡

さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
暴
力
も
あ

り
、
そ
う
し
た
暴
力
を
長
期
的
に

繰
り
返
し
、
相
手
を
支
配
し
て
し

ま
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
単
な
る
一
時
的
な
夫

婦
げ
ん
か
と
違
い
、
犯
罪
行
為
を

も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
、
被

害
者
の
多
く
は
女
性
で
す
。
ま
た

最
近
は
、
若
者
の
間
で
交
際
相
手

か
ら
暴
力
を
受
け
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
が
平
等
で
と
も

に
参
画
す
る
ま
ち
を
目
指
す
な
か

で
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い

こ
う
と
、
Ｄ
Ｖ
防
止
と
被
害
者
支

援
に
関
す
る
施
策
を
展
開
す
る
上

で
の
指
針
と
な
る
「
蕨
市
Ｄ
Ｖ
防

止
基
本
計
画
」
を
、
２
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
は
次
の
４
本
の
柱
か
ら
成

り
立
ち
、
期
間
は
平
成
27
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
す
。　
　

　

○
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
教
育
及

び
意
識
啓
発
／
積
極
的
な
啓
発
に

加
え
、
恋
人
間
で
起
き
る
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
の
防
止
教
育
も
実
施
し
ま
す
。

　

○
被
害
者
の
早
期
発
見
及
び
相

Ｄ
Ｖ
は
許
さ
れ
な
い
行
為

相　談　窓　口
相談機関・電話番号 相 談 日 時

市民活動推進室
☎433・7745

月～金曜日
午前８時半～午後５時15分

（祝日及び年末年始を除く）

蕨市女性の
心と生き方相談
☎433･7745（予約制）

毎月第１～４金曜日
午後１時半～４時半

（祝日及び年末年始を除く）

埼玉県婦人相談センター
ＤＶ相談室
☎048･863・6060

月～土曜日　
午前９時半～午後８時半
日曜日･祝日
午前９時半～午後５時

（年末年始を除く）

With Youさいたま
☎048･600･3800

月～土曜日（第３木曜日除く）
午前10時～午後８時半

（祝日及び年末年始を除く）

蕨警察署 ☎444･0110 随時

女性の人権ホットライン
（さいたま地方法務局）
☎0570･070･810

月～金曜日　
午前８時半～午後５時15分

（祝日及び年末年始を除く）

市長タウンミーティング 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市長が市民の皆さんといっしょに蕨

のまちについて語り合うタウンミーテ

ィングを開催します。 

 平成２４年度の蕨市の施策・予算を

テーマに、市政のホットなニュースを

お知らせします！ 

 蕨のまちづくりへあなたのご意見を

ぜひお聞かせください。 

 ～市長と語る会～ 

こ
う
と
策
定
し
た
「
わ
ら
び
地
域

力
発
揮
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た

も
の
で
す
。

　

調
査
内
容
は
５
項
目
で

１
８
８
７
件
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
総
合
評
価
に
お
い
て

は
、｢

満
足
」が
63
・
６
％
、

｢

や
や
満
足｣

が
17
・
４
％

と
計
81
％
の
か
た
か
ら
肯
定
的

な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
下

応
対
に
８
割
以
上
が
満
足

市
民
の
声
を
生
か
す
市
政

　

地
域
の
魅
力
を
高
め
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
来
月
、「
市

長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開

催
し
ま
す
（
左
囲
み
参
照
）。
テ

ー
マ
は
、「
平
成
24
年
度
の
施
策
・

予
算
に
つ
い
て
」。
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
＝
政
策

企
画
室（
☎
433
・
７
６
９
８
）

主な自由意見（回答数３９５件）
よい評価 ご指摘など

親切、丁寧な応対であった 職員の態度が悪かった
以前に比べ、窓口サービスの
レベルが向上している 事務的な応対になっている

手際がよく、スムーズな応対
だった

窓口でなかなか気づいてもら
えなかった

分かりやすい説明だった アンケート期間だけでなく引
き続きよい応対を

本
日
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
評
価
は
ど
う
で
し
た
か
？

（
回
答
数
１
８
８
７
件
）

昨
年
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
中
央
公
民
館
）

　市が進めている事業のな
かから、蕨市DV防止基本
計画の策定と職員に対する
市民評価の実施、来月に開
催する市長タウンミーティ
ングについてご紹介します。

特　集
市政スポット

お互いを尊重しあうDVのない社会へ

満足
63.6% 

やや満足
17.4% 

普通
16.7% 

やや不満
1.3%

 

不満
0.7% 

 
無回答

0.4% 

計
画
を
進
め
る
４
本
の
柱

談
体
制
の
充
実
／
相
談
窓
口
の
周

知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
市
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
す
。

　

○
被
害
者
の
安
全
確
保
と
自
立

支
援
／
相
談
時
の
安
全
確
保
や
情

報
保
護
な
ど
を
徹
底
し
、
自
立
へ

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

○
関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
／

Ｄ
Ｖ
対
策
庁
内
連
絡
会
（
仮
称
）

の
設
置
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
警
察

と
の
連
絡
会
議
を
増
や
し
ま
す
。

　

今
後
は
計
画
に
基
づ
き
、
被
害

者
支
援
の
強
化
と
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

に
関
す
る
悩
み
や
不
安
が
あ
る
か

た
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い（
左

表
参
照
）。
詳
細
＝
市
民
活
動
推

進
室（
☎
433
・
７
７
４
５
）

基
本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

心のこもった応対でサービス向上に努めます

窓
口
応
対
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

～
更
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
～

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

～
ご
意
見
・
ご
要
望
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
～

蕨
市
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
を
策
定

～
積
極
的
な
啓
発
と
被
害
者
支
援
の
強
化
～

開 催 日 時 ・ 場 所

４月14日（土） 午後１時半～３時 西 公 民 館

４月14日（土） 午後７時～８時半 東 公 民 館

４月15日（日） 午前10時半～正午 南 公 民 館

４月15日（日） 午後２時～３時半 北町公民館

４月21日（土） 午後２時～３時半 中央公民館

託
児
・
手
話
通
訳
あ
り
ま
す



【　　】4【　　】5

→集合　24日＝中山道蕨宿史跡めぐり　市役所集合　いずれも午前９時半　100円　申し込み・詳細＝てくてく蕨ガイドの会（緯・捌447・0103）■てくてく蕨ふるさと蕨再発見ガイドツアー／観光ボランティアガイドと市内の名所などを巡るツアー　10日＝錦町史跡めぐり　西公民館→

優しい音色で観客魅了
　

ハ
ン
デ
ィ
を
持
ち
な
が
ら

も
、
ピ
ア
ノ
に
打
ち
込
む
皆

さ
ん
が
演
奏
を
披
露
す
る
、

「
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
２
月
11
日
、
文
化
ホ
ー
ル

く
る
る
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
１
０
９
人
は
、
国
際

障
害
者
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
銀
賞
受
賞
者
を
含
む
14

人
に
よ
る
、
心
に
響
く
音
色

を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

地域で深める防災意識
　

２
月
５
日
、
中
央
小
学
校

で
、
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委

員
会
と
同
地
区
子
ど
も
実
行

委
員
会
主
催
の
「
子
ど
も
防

災
ひ
ろ
ば
１
１
９
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
救
急
車
両
の
紹

介
の
ほ
か
、
水
消
火
器
や
非

常
食
の
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

も
行
わ
れ
、
参
加
者
１
０
０

人
は
、
家
族
や
地
域
の
触
れ

合
い
を
大
い
に
深
め
ま
し
た
。

新春恒例の寄席を開催
　

日
本
の
伝
統
芸
能
を
生
で

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
２

月
４
日
、
市
立
図
書
館
で
、

「
新
春
図
書
館
寄
席
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
落
語
家
の
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

鳳ほ
う

志し

さ
ん
と
女
流
講
談

師
の
一い

ち

龍り
ゅ
う

齋さ
い

貞て
い

弥や

さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
巧
み
な
話
芸
を
披

露
。会
場
を
訪
れ
た
79
人
は
、

寄
席
演
芸
の
世
界
に
、
終
始

引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

郷土愛育むかるた大会
　

２
月
19
日
、
中
央
小
学
校

で
、「
わ
ら
び
郷
土
か
る
た

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
楽
し
み
な

が
ら
蕨
に
つ
い
て
学
べ
る

「
改
訂
版
わ
ら
び
郷
土
か
る

た
」
が
使
用
さ
れ
、
参
加
し

た
市
内
小
学
校
の
83
チ
ー
ム

の
子
ど
も
た
ち
は
、
試
合
や

練
習
を
通
じ
て
、
地
元
蕨
へ

の
愛
着
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

小学生が環境新聞作り
　

年
間
通
し
て
自
然
や
環
境

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
北
町

公
民
館
の
「
北
町
エ
コ
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」。２
月
18
日
は

班
に
分
か
れ
て
過
去
８
回
の

活
動
を
新
聞
に
ま
と
め
ま
し

た
。小
学
生
22
人
は
、掲
載
す

る
写
真
を
選
ん
だ
り
、
見
出

し
を
考
え
た
り
と
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
新

聞
６
紙
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

この数な～に
4.62％

　平成23年１月から12月までの間に発
生した、市内での刑法犯認知件数は
1,485件と、22年より320件減少しまし
た。それに伴い、人口1,000人当たりの
犯罪率も20.71％と、22年の25.33％に
対し、4.62％減少しました。この減少率
は県内の市区町村で１位です。この結
果は、各町会やＰＴＡといった地域の
皆さんが、自主防犯活動団体として実
施している防犯パトロールなど、地道
な活動による成果です。今後も、市民の
皆さんと市や警察が力を合わせて、犯
罪のないまちを目指していきましょう。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
・
マ

ニ
ラ
出
身
の
テ
レ
サ
さ
ん
は
、

夫
と
２
人
の
お
子
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
蕨
で
約
20
年
間

生
活
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

と
し
て
、市
内
の
小
学
校
で
、

児
童
に
英
語
を
教
え
て
い
ま

す
。「
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見

て
い
る
と
う
れ
し
く
な
る
」

と
、
毎
日
出
勤
す
る
の
が
楽

し
み
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

テ
レ
サ
さ
ん
は
、
毎
年
、
夏

は
機
ま
つ
り
、
秋
は
宿
場
ま

つ
り
と
、
季
節
ご
と
の
蕨
を

満
喫
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
春
は
市
民
公
園
で
の
お
花

見
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
触

れ
合
え
る
の
が
楽
し
み
」と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 フィリピン
中央１丁目

山
やま

田
だ

　テレサさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

▼
蕨
市
南
剣
道
ク
ラ
ブ　

①
火
曜

日　

午
後
６
時
半　

②
土
曜
日　

午
後
６
時　

南
小
学
校　

月
２
０

０
０
円
（
未
就
学
児
は
５
０
０

円
）　

年
長
～
小
学
生居

沼
野
井
・

緯
442
・
１
７
８
７巨

▼
和
楽
備
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
６
時
20

分　

城
址
公
園　

雨
天
中
止居

平

田
・
緯
444
・
２
２
２
２巨

▼
英
会
話
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ブ　

金

曜
日　
午
後
１
時
半　
中
央
公
民
館

入
会
金
２
０
０
０
円　

月
５
５
０

０
円居

嶋
田
・
緯
431
・７
５
６
９巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　
火
曜
日　
午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料居

井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
く
る
る
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ　

７

日
・
14
日
・
24
日　

午
後
１
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円

居

犬
塚
・
緯
441
・
７
３
７
３巨

▼
イ
キ
イ
キ
健
康
講
座　
「
ス
ト

レ
ス
に
打
ち
勝
っ
て
健
康
長
寿
を

伸
ば
す
た
め
に
は
」　

25
日（
日
）

午
前
10
時　

市
民
会
館　

３
０
０

円居

平
田
・
緯
090
・
３
１
３
１
・

９
３
９
９巨

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

５
月
12
日

（
土
）　

横
浜
山
手
・
西
洋
館
と
中

華
街
巡
り　

１
０
０
０
円　

４
月

14
日
に
説
明
会
あ
り居

岩
本
・
緯

090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

6
日

＝
中
央
公
民
館　

14
日
＝
南
公
民

館　
22
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
７

時居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会

31
日（
土
）　

午
後
１
時
半　

市
民

会
館居

北
添
・
緯
443
・
２
６
７
０巨

▼
新
沢
と
し
ひ
こ
＆
ケ
ロ
ポ
ン
ズ

こ
こ
ろ
は
れ
ば
れ
コ
ン
サ
ー
ト　

４
月
15
日（
日
）　

午
後
２
時　

市

民
会
館　

大
人
１
５
０
０
円　

小

学
生
以
下
１
０
０
０
円　

同
館
窓

口
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中居

平
日
午

前
９
時
～
正
午
は
新
妻
・
緯

090
・
９
２
３
０
・
８
９
１
９　

平

日
午
後
６
時
～
８
時
は
吉
田
・
緯

090
・
６
１
１
０
・
３
８
１
３巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
竹
紫
館
剣
道
教
室　

今
月
の
毎

週
土
曜
日　

午
後
６
時　

満
５
歳

以
上居

松
下
・
緯
444
・
９
７
７
２巨

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土

曜
日　

午
前
10
時　

中
央
東
小
学

校　

入
会
金
３
０
０
０
円　

月
３

０
０
０
円　

５
歳
以
上居

高
橋
・

緯
080
・
６
６
９
０
・
２
１
２
１巨

▼
ミ
ッ
キ
ー
キ
ッ
ズ（
親
子
体
操
）

水
曜
日　

午
前
11
時　

北
町
公
民

館　

月
１
５
０
０
円　

未
就
園
児

親
子居

坂
部
・
緯
235
・７
４
４
３巨

▼
Ｋ
ａ　
Ｐ
ｕ
ａ　
Ｈ
ａ
ｕ（
フ
ラ

ダ
ン
ス
）　

第
１
・
３
火
曜
日　

午
前
10
時
半　

下
蕨
公
民
館　

月

２
０
０
０
円居

佐
久
間
・
緯

090
・
８
３
１
３
・
４
８
９
７巨

▼
実
用
書
道
ク
ラ
ブ　

第
１
・
３

火
曜
日　

午
後
１
時　

下
蕨
公
民

館　

月
２
０
０
０
円（
教
材
費
別
）

居

高
橋
・
緯
432
・
３
２
８
０巨

24日（土）と4月7日（土）は
市役所窓口の一部が利用できます
開設時間＝午前8時半～正午

　引っ越しが多くなるこの時期、平日、市役所へお越
しいただけないかたにもご利用いただけるよう、２4日
と４月７日の土曜日に、市役所の窓口を一部開設しま
す。平日と同様の取り扱いができないものもあります
ので、ご不明な点は、事前に担当課へご連絡ください。

開設窓口 取　り　扱　い　業　務 特記事項

市民課（１階）
緯433・7751

（異動、証明書関係）
⃝転入・転出・転居などの各種異動届出の受付
⃝住民票に関する証明書の交付
⃝印鑑登録、証明書の交付
⃝戸籍の届出の受領
⃝戸籍に関する証明書の交付
⃝外国人登録に関する交付
（国民年金関係）
⃝転入時の国民年金関係届（1号被保険者）の受付
⃝転入・転居時の住所変更の届出（年金受給者）の受付
⃝国民年金の資格取得・喪失手続き
⃝申請免除・学生納付特例申請などの受付

○�住民基本台帳の閲覧、住所の付
定、広域交付の住民票の交付、
住基カードの申請・交付、電子証
明書の申請はできません
○�戸籍の届出については、届書の
受領のみとなります
○�年金事務所閉庁のため資格取
得・喪失手続きは、年金手帳・
資格喪失証明書などを持参した
場合に限ります。また、納付状
況の問い合わせもできません

介護保険室（１階）
緯433・7835

⃝�転入、転出などの異動に伴う介護保険の加入・脱退の手続き
⃝高齢者福祉サービスの申請受付

○�要介護認定などの申請・相談業
務はお取り扱いできません

福祉総務課
障害者福祉係（１階）
緯433・7754

⃝�転入、転出などの異動に伴う身体障害者手帳・療育手帳
の変更・喪失手続き

○�身体障害者手帳・療育手帳、在
宅援護などの申請・相談業務は
お取り扱いできません

税務課（１階）
☎433・7749

⃝各種税証明の発行と閲覧
⃝原動機付自転車の登録・廃車手続き

医療保険課（２階）
緯433・7712

（国民健康保険担当）
⃝転入・転出・転居などの異動に伴う、課税内容の説明
⃝国民健康保険の加入・脱退手続き
⃝被保険者証の再交付手続き
（医療費給付係）
⃝国保高齢受給者証　資格取得・喪失・変更届の受付
⃝国保葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝国保人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付
（長寿医療係）
⃝後期高齢者医療 資格取得・喪失・変更届の受付
⃝�後期高齢者医療 葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝�後期高齢者医療 人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○�高齢受給者証、受療証、各認定
証、保養施設の利用券の発行は
できません

○�後期高齢者医療被保険者証、受
療証、各認定証、保養施設の利
用券の発行はできません

児童福祉課（２階）
緯433・7757

⃝�転入、転出、転居、出生などの異動に伴う、こども医療費、
子ども手当などの手続き

○�保育園・留守家庭児童指導室関連
の業務はお取り扱いできません

納税推進室（２階）
緯433・7709
緯433・7744

⃝通常業務を行います
　�（市税・国民健康保険税の納税、納税相談、介護保険料・
後期高齢者医療保険料の納付など）

学校教育課（１階）
緯433・7728

⃝転入、転出、転居に伴う転校、住所変更などの手続き
⃝転入、転出、転居に伴う区域外就学の手続き

○�当日は、庁舎１階へ移動して業
務を行います
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蕨
市
内
に
は
、現
在
２
か
所

で
１
１
４
床
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、入

所
を
希
望
し
、待
っ
て
い
る
か

た
が
蕨
市
民
だ
け
で
１
７
０

名
以
上
お
り
、そ
の
増
設
が
急

務
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、増
設
に
向
け
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、市
域
が

狭
い
蕨
市
で
は
、施
設
の
た
め

の
用
地
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、市
内
に
は
、じ

ゅ
う
ぶ
ん
な
広
さ
の
市
有
地

が
な
く
、新
た
に
土
地
を
購
入

す
る
と
な
る
と
莫ば

く

大
な
財
政

負
担
を
伴
う
な
ど
、た
い
へ
ん

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、民
有
地
の
所
有
者

に
奨
励
金
（
該
当
用
地
の
５

年
分
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
相
当
額
を
上
限
）
を

交
付
す
る
新
た
な
誘
致
策
を

検
討
し
た
と
こ
ろ
、南
町
に
約

２
５
０
０
平
方
㍍
の
土
地
を

所
有
す
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ

が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。市
と
民
間

企
業
の
協
働
に
よ
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
と
い

う
画
期
的
な
取
り
組
み
で
す
。

　

今
後
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ

が
社
会
福
祉
法
人
に
土
地
を

貸
し
付
け
、
同
法
人
が
、
短

期
入
所
を
含
め
約
１
０
０
床

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
平
成
26
年
度
中
に

開
設
で
き
る
よ
う
、
市
と
し

て
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

民間企業との協働で、
特別養護老人ホーム増設へ

48

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は８日。４月は
５日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

湊
みな

叶
と
ちゃん

（６か月）

野
の

口
ぐち

　　朗
あきら

さん　
由
ゆう

記
き

さんの
長男　　　　

　　北町４丁目

来
らい

翔
と
ちゃん

（５歳４か月）

来
くる

桃
み
ちゃん

（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　
　　南町２丁目

→より補助額が異なります　審査あり　申し込み・詳細＝₅月1₅日までに県環境部みどり再生課（さいたま市浦和区高砂3－1₅－1　緯04₈・₈30・31₉0）■みどりの埼玉づくり県民提案事業募集／ＮＰＯや地域団体などによる自然観察会・植栽活動など緑の再生に取り組む活動を支援　事業に→

ワ
ラ
ビ　

お
母
さ
ん
、
市
役

所
か
ら
お
手
紙
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

あ
ら
、
子
ど
も

手
当
申
請
の
案
内
だ
わ
。「
昨

年
10
月
か
ら
の
手
当
を
受
け

る
に
は
、
今
月
末
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
」だ
っ
て
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
大
変
。
急

い
で
手
続
き
し
に
行
こ
う
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
子
ど

も
手
当
の
申
請
で
す
ね
。

お
母
さ
ん　

お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
受
給
し
て
い
た
人

も
申
請
が
必
要
だ
っ
た
の
ね
。

職
員　

昨
年
10
月
か
ら
支
給

要
件
や
金
額（
下
囲
み
参
照
）

が
変
わ
っ
た
た
め
、
10
月
か

ら
３
月
分
ま
で
の
手
当
を
受

給
す
る
に
は
、
中
学
生
以
下

の
子
が
い
る
世
帯
全
て
、
申

請
が
必
要
と
な
っ
た
ん
で
す
。

お
母
さ
ん　

そ
う
で
し
た
か
。

で
も
、
私
た
ち
み
た
い
に
、

昨
年
10
月
か
ら
の
手
当
受
給
は
申
請
が
必
要

10
月
以
降
の
転
入
者
は
前
住
所
地
に
申
請
を

こ
れ
ま
で
受
給
中
で
世
帯
状

況
が
変
わ
ら
な
い
人
は
、
う

っ
か
り
申
請
し
忘
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
そ
う
。

職
員　

そ
う
な
ん
で
す
。
10

月
に
対
象
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た

が
、
２
月
10
日
時
点
で
は
約

３
０
０
世
帯
が
未
申
請
で
し

た
。
そ
こ
で
再
度
、
ご
案
内

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

気
が
つ
い
て
よ
か

っ
た
ね
。

職
員　

な
お
、
経
過
措
置
と

し
て
、
今
月
末
ま
で
に
申
請

い
た
だ
く
と
、
10
月
分
ま
で

遡
っ
て
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

う
と
、
10
月
分
か
ら
３
月
分

ま
で
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

ワ
ラ
ビ　

え
～
、
そ
れ
は
も

っ
た
い
な
い
。

職
員　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

手
続
き
完
了
で
す
。

お
母
さ
ん　

こ
れ
で
一
安
心
。

ワ
ラ
ビ　

お
母
さ
ん
、
最
近

越
し
て
き
た
お
隣
さ
ん
は
申

請
し
た
か
な
。

職
員　

万
一
の
た
め
に
声
を

か
け
て
あ
げ
る
と
い
い
で
す

ね
。
遡
っ
て
の
支
給
は
10
月

１
日
の
受
給
資
格
が
基
準
で

す
。
そ
の
日
以
降
に
蕨
市
へ

転
入
し
た
人
は
、
お
住
ま
い

親と子の
ニュースの
小窓

期限は今月₃₀日まで
子ども手当の申請
お済みですか

　
「
妹
の
来
桃（
下
）が
生
ま

れ
る
前
、
私
の
妊
娠
に
最
初

に
気
づ
い
た
の
は
兄
の
来
翔

（
上
）で
し
た
。﹃
も
う
す
ぐ

う
ち
に
女
の
子
が
来
る
﹄と
、

性
別
ま
で
言
い
当
て
た
ん
で

す
よ
。
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス

な
来
翔
で
す
が
、
私
が
手
を

離
せ
ず
来
桃
が
泣
い
て
い
る

と
、﹃
お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
る
よ

～
﹄
と
あ
や
し
て
く
れ
る
な

ど
、頼
り
に
な
る
兄
で
す
。２

人
の
名
前
に
は
、
変
わ
ら
な

い
兄
と
妹
の
し
る
し
と
し
て
、

同
じ
﹃
来
﹄
の
字
を
使
い
ま

し
た
。
ず
っ
と
兄
妹
の
絆
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」と
、母
親
の
繭
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－4₇₉－

　支給要件の変更により、昨年10月
以降の子ども手当を受給するには、
これまで受給していた人も、新たに
申請が必要です。申請期限は今月30
日まで。期限を過ぎると、10月から
３月分までの手当が受けられません。
必ず期限内に児童福祉課へ申請を。

だ
っ
た
市
区
町
村
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

分
か
り
ま
し
た
。

職
員　

ま
た
、
10
月
以
降
に

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
場
合
、

出
生
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
は
原
則
、
申
請
月
の
翌

月
分
か
ら
の
支
給
で
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
分
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

分
か
り
ま
し
た
。

お
隣
さ
ん
に
も
伝
え
ま
す
ね
。

職
員　

は
い
。
あ
と
、
気
を

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

子
ど
も
手
当
の
給
付
を
装
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情

報
の
詐
取
で
す
。
市
職
員
が

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ラ
ビ　

不
審
な
電
話
が
あ

っ
た
ら
、警
察
に
相
談
だ
ね
。

蕨市アウトメディア宣言

　

２
月
22
日
、
さ
つ
き
保
育
園
の
園
庭

で
黄
色
く
色
づ
い
た
１
５
０
個
以
上
の

ナ
ツ
ミ
カ
ン
を
前
に
、う
さ
ぎ
組（
３
歳

児
）の
園
児
18
人
は
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

同
組
の
園
児
た
ち
が
収
穫
を
体
験
す
る

の
は
初
め
て
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
日
を

迎
え
る
ま
で
実
の
生
長
を
見
守
っ
て
き

ま
し
た
。収
穫
が
始
ま
り
、自
分
た
ち
の

手
よ
り
も
大
き
い
、
直
径
10
㌢
ほ
ど
の

実
に
触
れ
る
と
、
そ
の
第
一
声
は
「
冷

た
～
い
」。収
穫
し
た
ナ
ツ
ミ
カ
ン
を
鼻

に
近
づ
け
、「
い
い
匂
い
が
す
る
ね
」と

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
自
然
の
恵
み
と

の
初
め
て
の
触
れ
合
い
は
、
園
児
た
ち

の
五
感
を
大
い
に
刺
激
し
た
よ
う
で
す
。

子どもクラブナツミカンの収穫に初挑戦

さつき保育園

防災一口メモ
　

２
月
25
日
・
26
日
に
中
央

公
民
館
で
消
費
生
活
展
が
開

催
さ
れ
、
市
内
２
つ
の
生
活

学
校
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の

学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

蕨
中
央
生
活
学
校
（
日ひ

並な
み

ヨ
シ
子こ

会
長
・
会
員
22
人
）は

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

昨
年
６
月
か
ら
約
９
か
月
間
、

市
の
出
前
講
座
や
都
内
の
防

災
体
験
学
習
施
設
な
ど
を
利

用
し
な
が
ら
、
災
害
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
災
害
へ
の
備
え
な

ど
に
つ
い
て
学
習
。
成
果
は

パ
ネ
ル
５
枚
に
及
び
ま
し
た
。

「
蕨
で
大
地
震
や
洪
水
に
直

面
し
た
ら
」
を
基
に
学
習
を

重
ね
て
き
た
皆
さ
ん
は
、「
日

頃
の
備
え
の
重
要
性
を
痛
感
。

特
に
、
万
一
の
と
き
に
混
乱

し
な
い
た
め
に
災
害
時
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
て
お
く

こ
と
が
大
事
」と
、訪
れ
た
８

０
０
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉

課（
緯
433
・
７
７
５
７
）

平成₂₃年₁₀月～₂₄年３月分の子ども手当
月額

３歳未満 一律 15,000円

３歳～小学校修了前
（第１子・第２子） 10,000円
（第３子以降） 15,000円

中学生 一律 10,000円

子ども手当給付を装った ｢振り込め詐欺｣ に注意！
市や厚生労働省などがＡＴＭ（現金自動預払機）の
操作をお願いすることは絶対にありません

中学生と小学生が各10,000円、４歳と２歳が各15,000円
中学生

Ａさん世帯
（４人兄弟が
いる場合）

支給例

小学生 ４歳 ２歳
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広
報
蕨　

七
二
七
号　

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

て
、
江
戸
ま
で
売
り

に
行
く
ほ
ど
の
盛
況

蕨
宿
。
天て

ん

保ぽ
う

14
年
（
１
８

４
３
）
に
は
、
大
名
や
公

家
な
ど
が
宿
泊
す
る
本
陣

が
２
軒
、
家
臣
な
ど
が
利

用
す
る
脇
本
陣
が
１
軒
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
庶
民

が
宿
泊
す
る
施
設
の
旅は

た
ご籠

や
米
穀
商
、
髪
結
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
北
町
２
丁
目
の
う
ど

ん
屋
で
す
。
以
前
は
、
マ

ル
タ
と
い
う
屋
号
で
米
穀

商
を
営
ん
で
い
た
石い

し

村む
ら

家

の
母
屋
や
米
蔵
、
袖
蔵
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
米
穀

商
を
創
業
し
た
江
戸
時
代

後
期
に
は
、
近
隣
で
収
穫

し
た
米
を
大
八
車
に
乗
せ

ぶ
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
平
成
に
入
る
ま
で
約

１
５
０
年
に
わ
た
り
、
創
業

当
時
の
建
物
で
店
を
構
え
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
石
村
家
の
建
物
を

改
修
し
た
の
は
約
10
年
前
。

瓦
屋
根
に
白
壁
の
建
物
は
、

２
階
部
分
が
低
く
、
江
戸
時

代
の
商
家
建
築
様
式
を
生
か

し
た
外
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
本
格
的
な
讃さ

ぬ

岐き

う

ど
ん
が
楽
し
め
る
店
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
な
面
影
を
残
す
こ

の
建
物
は
、「
中
仙
道
蕨
宿

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
よ

り
、歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の

高
い
建
築
物
と
し
て
景
観
建

築
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中山道の雰囲気にあった建物です

山
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
て
い
た

中
中山道

まち歩き
No.11

北町２丁目のうどん屋

絵／當
とう

摩
ま

 源
げん

一
いち

郎
ろう

さん

北町３丁目

氏
うじ

家
け

 武
たけ

生
お

さん

Check！

　この建物が気に入り、
うどん屋を開きました。
昨年、蕨に越してきた
ほど、まちへの愛着が
深まっています。今後
も歴史ある街並みをた
いせつにしたいですね。

国
道
17
号

↓
京
東

り
通
町
本
道
山
中

三学院

市役所

蕨郵便局

中央小

うどん屋
●

●

●

●

●

て
、金
ぱ
く
を
貼
り
、独
自
の

技
法
で
色
を
付
け
る
、
蛤
貝

細
密
画
。平
安
時
代
、公
家
が

貝
殻
に
描
い
た
絵
柄
で
遊
ん

だ
「
貝
合
わ
せ
」
を
、
源
氏

物
語
や
百
人
一
首
の
世
界
な

ど
、
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
優

美
な
工
芸
品
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
た
、
田
中
良
忠
さ
ん

（
中
央
３
丁
目
）の
作
品
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
、
婦
人
服
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
た
田

中
さ
ん
。当
時
、お
姉
さ
ん
か

ら
も
ら
っ
た
蛤
の
貝
殻
を
手

に
し
た
と
き
、
趣
味
の
茶
道

で
見
た
貝
の
香
合
（
お
香
を

入
れ
る
容
器
）
が
思
い
浮
か

び
自
作
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

絵
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
か
っ

た
田
中
さ
ん
は
、
美
術
館
や

漆
芸
店
な
ど
を
訪
ね
、
色
付

け
や
貝
殻
の
選
定
な
ど
を
独

学
で
学
び
、
貝
絵
の
道
を
歩

み
始
め
ま
す
。
以
来
約
30
年

間
で
１
０
０
０
個
以
上
の
作

品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

針
の
よ
う
に
細
い
筆
で
何

十
も
の
色
を
使
い
分
け
る
田

中
さ
ん
の
作
品
は
、
極
め
て

繊
細
な
作
業
の
連
続
で
、
月

に
４
対
作
る
の
が
限
界
だ
と

か
。「
こ
れ
を
作
る
根
気
が
あ

る
の
は
私
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
ね
」と
、笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
作
り
上
げ
た
作

品
に
は
愛
好
家
も
多
く
、
こ

れ
ま
で
30
回
以
上
の
個
展
を

開
き
、来
月
に
は
、念
願
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
開
催
す
る

そ
う
で
す
。「
日
本
古
来
の
伝

統
工
芸
を
世
界
に
伝
え
て
い

き
た
い
」。田
中
さ
ん
の
創
作

意
欲
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
す
。

輝いていま  ひと
蛤貝細密画作家   　　   　

日
本
古
来
の
伝
統
工
芸
を
世
界
へ

田
た

中
なか

 良
よし

忠
だだ

 さん

８
㌢
の
蛤

は
ま
ぐ
りの
貝
殻
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立

約


